
　

高
級
回
転
寿
司
の
「
金
沢
ま
い
も
ん

寿
司
」
な
ど
を
台
湾
含
め
全
国
に
31
店

チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
㈱
エ
ム
ア
ン
ド
ケ
イ

（
金
沢
市
）の
木
下
孝
治
代
表
取
締
役（
68
）

は
１
級
建
築
士
の
国
家
資
格
を
持
つ
。
同

市
八
日
市
の
本
社
は
自
ら
設
計
し
た
ロ
グ

ハ
ウ
ス
に
構
え
て
お
り
、
㈱
木
下
建
築
デ

ザ
イ
ン
時
代
か
ら
使
っ
て
い
る
。
回
転
寿

司
の
異
業
種
に
転
換
す
る
に
当
た
り
、「
新

鮮
な
ネ
タ
を
腕
の
立
つ
職
人
が
握
っ
た
本

物
の
寿
司
、
金
沢
の
伝
統
工
芸
を
醸
し
出

す
落
ち
着
い
た
創
作
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
て
お
り
、
建
築
家
ら
し
く
「
人
づ

く
り
・
店
づ
く
り
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
経

営
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
木
下
の
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
何
度
も
失
敗
、
挫
折
を

乗
り
越
え
た
軌
跡
を
描
く
。

　

木
下
は
終
戦
か
ら
６
年
経
た
１
９
５
１

（
昭
和
26
）
年
12
月
、
金
沢
市
街
地
を
流

れ
る
犀
川
左
岸
に
位
置
し
現
在
、
室
生
犀

星
記
念
館
が
あ
る
千
日
町
（
旧
・
裏
千
菊

町
）
に
生
ま
れ
る
。
父
・
喜
久
治
（
享
年

68
）
と
母
・
孝
子
（
同
92
）
の
４
人
兄
弟

姉
妹
の
末
っ
子
二
男
で
、
長
兄
と
は
７
歳

離
れ
、姉
二
人
か
ら
可
愛
が
ら
れ
て
育
つ
。

　
「
武
士
は
喰
わ
ね
ど
」
の
薫
陶

　

木
下
の
父
親
は
、
幼
く
し
て
父
を
亡
く

し
、
女
手
で
育
て
ら
れ
た
が
、
進
学
を
薦

め
た
母
の
反
対
を
押
し
切
り
、
勘
当
さ
れ

な
が
ら
も
大
工
に
な
り
、
建
設
会
社
を
興

し
た
実
業
家
。
加
賀
藩
の
武
士
の
家
系
か

ら
か
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
木
下
は
小

さ
い
頃
か
ら

「
武
士
は
喰

わ
ね
ど
高
楊

枝
」
や
「
鶏

口
と
な
る
も

牛
後
と
な
る

な
か
れ
」
と

い
っ
た
諺
を

聞
か
さ
れ
て

育
つ
。

　

父
が
経
営
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
家
計
は

比
較
的
裕
福
で
、「
私
が
小
学
校
を
卒
業

す
る
頃
に
は
テ
レ
ビ
も
車
も
あ
っ
た
」
と

記
憶
す
る
。
叔
父
に
あ
た
る
父
の
弟
を
経

済
的
に
援
助
し
、
東
京
帝
大
を
卒
業
さ
せ

て
も
い
る
。
叔
父
は
小
学
校
の
校
長
を
務

め
、
木
下
の
兄
は
倉
庫
精
練
に
勤
め
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
。
実
業
家
に
な
っ
た
木
下
が

最
も
父
親
の
血
を
受
け
継
い
だ
と
い
え
よ

う
か
。

　
「
父
は
威
厳
が
あ
り
、こ
わ
い
存
在
だ
っ

た
。
苦
労
人
だ
っ
た
せ
い
か
、
無
駄
遣
い

に
は
う
る
さ
か
っ
た
が
、
代
わ
り
に
使
う

と
き
に
は
ド
ン
と
使
う
。
特
に
食
べ
物
に

は
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
出
し
て
く
れ
て
、

小
さ
い
頃
か
ら
お
寿
司
屋
さ
ん
に
も
よ
く

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
」と
回
想
す
る
。

　

木
下
が
建
築
設
計
の
業
務
か
ら
魚
屋
や

回
転
寿
司
業
界
に
参
入
し
、
今
日
ま
で
思

い
切
っ
た
投
資
を
続
け
て
い
る
の
は
父
親

の
背
中
を
見
て
育
っ
た
か
ら
に
違
い
な

い
。

　

も
っ
と
も
、
幼
少
の
頃
、
焼
き
魚
の
骨

を
き
れ
い
に
取
っ
て
食
べ
る
こ
と
を
し
つ

け
ら
れ
て
い
た
が
、
２
回
、
ノ
ド
に
骨
が

刺
さ
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
ま
で
行
っ
て
痛
い

目
に
遭
っ
た
体
験
か
ら
「
20
歳
ま
で
食
べ

物
の
中
で
魚
が
一
番
嫌
い
だ
っ
た
。
そ
れ

が
今
、
魚
屋
も
や
っ
て
い
る
か
ら
人
生
は

不
思
議
や
な
」
と
吐
露
す
る
。

    

誇
り
高
き
父
の
背
中
見
て
育
つ

　
　

 

１
級
建
築
士
の
設
計
事
務
所
設
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ロ
グ
ハ
ウ
ス
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エ
ム
ア
ン
ド
ケ
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本
社
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あ
る
医
王
山
な
ど
に
で
か
け
、
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
で
心
身
を
鍛
え
た
。
エ
ム
ア
ン
ド

ケ
イ
の
本
社
事
務
所
が
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
あ

る
の
も
当
時
か
ら
山
小
屋
に
親
し
ん
だ
証

し
で
あ
り
、
山
登
り
な
ど
自
然
か
ら
学
ん

だ
こ
と
も
多
い
よ
う
だ
。

　

医
王
山
見
上
峠
の
見
上
山
荘
で
合
宿
し

「
湯
原
忠
政
（
故
人
）
夫
妻
に
は
随
分
世
話

に
な
っ
た
」
と
懐
か
し
む
。「
山
の
上
で

生
き
る
か
死
ぬ
か
と
言
う
と
き
に
、
好
き

嫌
い
な
ど
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
湯
原
さ

ん
は
甘
え
て
い
る
か
ら
好
き
嫌
い
が
あ
る

ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。
そ
れ
以
来
、
自

分
の
甘
え
だ
と
意
識
を
変
え
る
と
魚
が
と

て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
述
懐
す
る
。

　

住
宅
会
社
に
就
職
、
３
社
転
職

　

金
市
工
を
卒
業
し
た
１
９
７
０
（
昭
和

１
９
６
０
年
代
は
日
本
の
高
度
経
済
成
長

期
。建
築
家
は
憧
れ
の
職
業
で
、石
川
県
内

の
高
校
に
あ
っ
て
も
建
築
科
の
進
学
希
望

者
が
多
く
、
当
時
、
金
市
工
建
築
科
は
二

水
、
桜
丘
高
の
進
学
校
並
み
に
入
試
の
偏

差
値
は
高
か
っ
た
。
部
活
は
山
岳
ス
キ
ー

部
を
選
び
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
。

　

国
体
出
場
な
ど
の
賞
歴
は
な
い
が
、
冬

場
に
入
る
と
金
沢
市
と
南
砺
市
の
県
境
に

　

小
学
校
は
昨
年
３
月
に
閉
校
し
た
新
竪

町
小
に
通
っ
た
。
同
小
は
菊
川
町
小
と
統

合
し
犀
桜
小
に
な
り
、
新
校
舎
を
新
築
中

で
あ
る
。
戦
災
に
あ
わ
ず
、
狭
い
小
路
に

木
造
の
古
い
家
屋
が
建
て
込
む
金
沢
ら
し

い
町
中
で
遊
ん
だ
が
、
近
く
に
犀
川
も
あ

り
、「
金
沢
城
址
・
兼
六
園
へ
も
歩
い
て

い
け
、
秘
密
の
基
地
を
作
っ
た
り
、
石
垣

を
登
っ
て
探
検
し
た
り
、
冬
は
ス
キ
ー
を

し
て
よ
く
遊
ん
だ
」
と
い
う
。
城
南
中
学

で
は
卓
球
部
に
所
属
し
た
が
、
冬
場
は
得

意
の
ス
キ
ー
で
金
沢
市
体
な
ど
に
出
場
す

る
。

　

金
市
工
山
岳
ス
キ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン

　

高
校
は
父
親
に
薦
め
ら
れ
て
か
金
沢

市
立
工
業
高
建
築
学
科
に
進
学
す
る
。

幼少の頃、両親（後ろ）と

45
）
年
３
月
は
、
大
阪
で
日
本
万
博
が
開

幕
、
地
元
で
は
県
の
人
口
が
100
万
人
を
突

破
、
同
年
11
月
に
金
沢
港
が
開
港
し
て
い

る
。
就
職
先
は
洋
風
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
を
展

開
す
る
北
陸
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
。
木
下
が
入

社
し
た
年
の
７
月
に
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
の
北

陸
の
販
売
代
理
店
か
ら
独
立
し
た
が
、
木

下
は
設
計
の
仕
事
を
半
年
や
り
中
元
建
築

設
計
事
務
所
（
金
沢
市
）
に
転
職
し
た
。

　

建
築
設
計
と
い
う
技
能
の
持
ち
主
と

あ
っ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
就
職
感
覚
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
就
職
当
初
か

ら
父
の
教
え
通
り
一
国
一
城
の
主「
鶏
口
」

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
石
川
県

内
農
協
関
係
の
住
宅
、
施
設
を
整
備
す
る

「
く
み
あ
い
施
設
サ
ー
ビ
ス
」を
経
て
27
歳

の
と
き
工
務
店
を
引
き
継
ぐ
。
父
親
は
そ

の
２
年
後
他
界
し
た
。

　

25
歳
の
と
き
、
難
関
国
家
資
格
で
あ
る

１
級
建
築
士
を
１
回
で
パ
ス
し
て
お
り
、

独
立
で
き
る
自
信
が
あ
っ
た
。
た
だ
、「
父

親
に
似
た
の
か
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
お

小学校入学中学生

　

勉
強
家
で
機
を
見
る
に
敏

　

木
下
社
長
と
は
金
沢
市
の
同
じ
新
竪

町
小
校
下
で
竹
馬
の
友
で
す
。
城
南
中

で
は
卓
球
部
も
一
緒
、
冬
に
な
る
と
兼

六
園
周
辺
で
ス
キ
ー
遊
び
を
や
り
、
金

沢
市
の
ス
キ
ー
大
会
に
彼
を
含
め
３
人

が
借
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
高
校
は

私
が
金
沢
商
業
、
彼
が
金
沢
市
立
工
業

と
分
か
れ
ま
し
た
が
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
仲
良
く
、
夫
婦
揃
っ
て
付
き

合
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
学
生
の
頃
か
ら
大
人
し
く
真
面

目
で
し
た
。
読
書
家
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
本
を
読
ん
で

良
い
と
思
っ
た
の
か
、
会
い
に
行
く
行

動
力
の
持
ち
主
で
す
。

　

決
し
て
商
売
人
じ
ゃ
な
い
が
、
機
を

見
る
に
敏
と
い
え
、
最
初
〝
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
〟
が
な
い
中
、
苦
労
し
て
異

分
野
の
事
業
を
成
功
に
導
い
た
立
派
な

経
営
者
で
す
。

大
西
　
憲
治 

氏

  

大
宗
㈱
代
表
取
締
役
会
長

　
　
　
　
金
沢
市
問
屋
町

金
市
工
山
岳
ス
キ
ー
部
員



世
辞
が
言
え
ず
、
人
に
頭
を
下
げ
て
も
の

を
頼
め
な
い
。
だ
か
ら
営
業
が
下
手
と
い

う
か
嫌
い
。
当
時
、
選
挙
が
あ
っ
て
親
し

い
議
員
さ
ん
を
応
援
し
て
い
た
ん
で
す

が
、〝
応
援
の
見
返
り
を
期
待
し
て
い
る

ん
だ
ろ
う
〟
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
に
腹
が

立
っ
て
、
官
公
庁
の
仕
事
は
一
切
や
ら
な

い
と
言
っ
て
指
名
願
い
の
申
請
を
全
部
取

り
下
げ
た
。
選
挙
の
応
援
や
っ
て
も
私
利

私
欲
の
願
い
事
は
一
度
も
な
い
」
と
自
負

す
る
。

　

眞
知
子
夫
人
の
内
助
の
功

　

そ
ん
な
武
骨
な
木
下
が
今
日
の
成
功
に

導
い
た
影
の
功
労
者
が
妻
の
眞
知
子
夫
人

（
67
）＝
エ
ム
ア
ン
ド
ケ
イ
取
締
役
＝
で
あ

ろ
う
。
眞
知
子
夫
人
と
は
23
歳
の
と
き
、

金
市
工
同
窓
生
の
結
婚
祝
い
を
金
沢
市
内

の
ア
パ
ー
ト
で
開
い
た
際
、
隣
り
の
席
に

い
て
見
初
め
た
。

　

眞
知
子
夫
人
は
鶴
来
町
（
白
山
市
）
出

身
、
金
沢
商
業
Ｏ
Ｇ
で
現
在
、
会
社
の
主

に
総
務
を
担
当
し
て
い
る
が
、
明
る
い
性

格
か
ら
販
売
が
得
意
で
、
結
婚
12
年
目
で

長
男
・
隆
介
取
締
役
を
出
産
、
家
庭
、
社

内
と
も
に
良
き
伴
侶
と
な
っ
て
い
る
。

　

父
が
創
業
し
た
木
下
工
務
店
を
継
い
で

５
年
ほ
ど
し
て
「
人
の
好
み
に
合
わ
せ
た

住
宅
や
建
築
物
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分

の
好
み
で
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を

手
が
け
た
い
」
と
、
社
名
を
木
下
建
築
デ

ザ
イ
ン
と
改
名
し
た
。

　

異
業
種
交
流
会
に
参
加

　

30
歳
代
半
ば
。
時
は
異
業
種
交
流
が

真
っ
盛
り
。
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
分
野

進
出
が
事
業
経
営
者
の
時
流
に
な
り
、
木

下
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
業
種
交
流
会
に
参
加

す
る
。
交
流
会
で
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち

と
、
実
験
的
な
事
業
も
試
み
、
10
数
名
の

メ
ン
バ
ー
で
100
万
円
程
度
出
資
し
て
農
業

関
連
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
軌
道
に
乗
ら
ず
に
解
散
す

る
羽
目
に
。

　

営
業
が
苦
手
だ
っ
た
木
下
は
、
異
業
種

交
流
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
と
出
会
う
う

ち
、
人
脈
づ
く
り
の
醍
醐
味
を
味
わ
い
、

「
怖
い
も
の
知
ら
ず
と
い
う
の
で
し
ょ
う

ね
。
地
元
経
済
界
の
重
鎮
の
よ
う
な
人
た

ち
に
、
ど
ん
ど
ん
出
掛
け
て
い
っ
て
会
い

ま
し
た
。
ア
ポ
も
と
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
皆
さ
ん
快
く

会
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
の
出
会
い

が
結
局
、
今
の
私
の
財
産
に
な
っ
て
い
っ

た
」
と
明
か
す
。

　

岐
阜
羽
島
で
魚
屋
開
業

　

42
歳
の
と
き
、
異
業
種
交
流
会
の

「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
化
協
会
」
で
知

り
合
っ
た
回
転
寿
司
の
今
は
亡
き
コ
ン
ベ

ア
メ
ー
カ
ー
の
社
長
か
ら
「
回
転
寿
司
屋

を
素
人
が
や
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
ぞ
」
と

言
わ
れ
る
。
当
時
、
こ
の
社
長
は
回
転
寿

司
業
界
の
高
級
化
を
促
す
第
一
人
者
で
あ

り
、
建
築
家
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
な

木
下
は
「
店
舗
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
の
は
確
か
に
面
白
そ
う
だ
」
と
わ

が
膝
を
打
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

読
書
家
で
理
論
派
で
も
あ
っ
た
木
下
は

異
業
種
参
入
に
あ
た
り
、
ま
ず
鮮
魚
市
場

を
開
き
、
魚
屋
が
展
開
す
る
寿
司
屋
を
演

出
す
る
戦
略
を
立
て
る
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
海
の
な
い
岐
阜
県
羽
島
市
に
白
羽
の

矢
を
立
て
た
の
だ
っ
た
。「
代
議
士
は
選

挙
に
落
ち
れ
ば
タ
ダ
の
人
」
の
名
言
で
知

ら
れ
る
元
自
民
党
副
総
裁
大
野
伴
陸
の
地

元
で
東
海
道
新
幹
線
岐
阜
羽
島
駅
が
あ
る

所
。

　
「
失
敗
し
た
ら
引
き
返
そ
う
」と
眞
知
子

夫
人
に
目
配
せ
し
、
金
沢
魚
市
場
で
未
明

に
仕
入
れ
た
魚
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で

密
か
に
現
地
入
り
し
た
の
だ
っ
た
。

　
（
文
中
敬
称
略
、
文
・
大
坪
信
善
）

金市工運動会の応援

新婚旅行

金市工の修学旅行で九州へ

北陸ミサワホームの新入社員時代


